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奈良県　奈良労働局
（障害者施設で作成しました）

奈良県が障害者実雇用率2年連続 全国第1位になりました

精神・発達障害者しごとサポーター養成講座

特別養護老人ホーム西ノ京苑介護現場における障害者雇用

精神障害のある人の雇用と定着支援について

ホテル日航奈良障害者雇用の取組紹介

福祉事業所レストラン

奈良県立大淀養護学校特別支援学校

Interview　（独）高齢・障害・求職者雇用支援機構　奈良支部
インタビュー

障害者就労支援機関
公共職業安定所
　職業紹介等職業に関するあらゆる相談を行います。特に公共職業安定所には専門の職員が配置されていて、きめ
細かな相談に応じています。

　職業生活における自立を図るために就業及びこれに伴う日常生活、または社会生活上の支援を必要とする障害の
ある人に対し、雇用、医療・保健、福祉、教育等の関係機関との連携を図りつつ、身近な地域において必要な指導、
助言その他の支援を行います。

障害者就業・生活支援センター

　障害のある人に対して、ハローワーク（公共職業安定所）と協力して、就職に向けての相談、職業能力の評価、就職
前の準備訓練から、就職後の職場適応のための援助まで、個々の障害のある人の状況に応じた継続的なサービスを
提供します。

奈良障害者職業センター

ハローワーク奈良 〒630 -8113
奈良市法蓮町 387（奈良第 3 地方合同庁舎内）

TEL　0742-36-1601
FAX　0742-36-1608

ハローワーク大和高田 〒635 -8585
大和高田市池田 574 -6

TEL　0745-52-5801
FAX　0745-53-4181

ハローワーク桜井 〒633 -0007
桜井市外山 285 -4 -5

TEL　0744-45-0112
FAX　0744-45-3990

ハローワーク下市
〒638 -0041
吉野郡下市町下市 2772 -1

TEL　0747-52-3867
FAX　0747-52-0406

ハローワーク大和郡山
〒639 -1161
大和郡山市観音寺町 168 -1

TEL　0743-52-4355
FAX　0743-55-0670

なら障害者就業・生活
支援センター コンパス

〒630 -8115
奈良市大宮町 3-5 -39  やまと建設第 3 ビル 302

TEL　0742-32-5512
FAX　0742-93-7712

奈良障害者職業センター 〒630 -8014
奈良市四条大路 4-2 -4

TEL　0742-34-5335
FAX　0742-34-1899

　高年齢者等及び障害者の雇用に関する相談・援助、助成金の支給申請の受付、障害者雇用納付金制度に基づく
申告・申請の受付、啓発等の業務を実施しています。

平成 30 年 2 月発行

発行元 奈良県健康福祉部障害福祉課
〒630 -8501　奈良市登大路町 30 番地
TEL  0742 -27 -8514　FAX  0742 -22 -1814

奈良労働局職業安定部職業対策課
〒630 -8570　奈良市法蓮町 387 番地
　　　　　　  奈良第 3 地方合同庁舎 2 階　
TEL  0742 -32 -0209　FAX  0742 -32 -0225

社会福祉法人ぷろぼの
〒630 -8115　奈良市大宮町 3 丁目 5-39 第 3 やまと建設ビル 201 号
TEL / FAX  0742 -81 -7032

独立行政法人 高齢・障害・求職者雇用支援機構

奈良支部

平成 30 年
3 月 21 日まで

平成 30 年
3 月 22 日から

〒630 -8122
奈良市三条本町 9-21  JR 奈良伝宝ビル 6 階

TEL　0742-30-2245
FAX　0742-30-2246

〒634 -0033　橿原市城殿町 433
奈良職業能力開発促進センター（ポリテクセンター奈良）内

TEL　0744-22-5232
FAX　0744-22-5234

なら東和障害者就業・生活
支援センター たいよう

〒633 -0091
桜井市桜井 232 ヤガビル 3 階 302 号室

TEL　0744-43-4404
FAX　0744-43-4404

なら西和障害者就業・生活
支援センター ライク

〒639 -1134
大和郡山市柳 2-23 -2

TEL　0743-85-7702
FAX　0743-85-7703

なら中和障害者就業・生活
支援センター ブリッジ

〒634 -0812
橿原市今井町 2-9 -19 今井長屋 1

TEL　0744-23-7176
FAX　0744-23-7181

なら南和障害者就業・生活
支援センター ハロー Job

〒638 -0821
吉野郡大淀町下渕 158 -9

TEL　0747-54-5511
FAX　0747-54-5501

作成



表紙写真の紹介：ホテル日航奈良で働く田淵淑子さん

奈良県障害者雇用促進ジャーナル No.9

　「奈良県障害者雇用促進ジャーナル」は、県内の企業や経済・労働団体等の皆様に、障害者雇用施策や障害者
雇用に関する制度、障害者雇用に関する先進事例などを紹介し、障害者雇用に関する様々な情報を共有していた
だくことができるよう、奈良県と奈良労働局が共同で発行しています。
　このジャーナルを通じて、障害のある人が一人でも多く就労し、働き続けるための一助となることを期待してい
ます。
　是非ともご一読いただきまして、奈良県における障害者雇用の推進に、より一層のご理解とご協力を賜ります
ようお願い申し上げます。
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Interview 第7回　障害者就労支援機関を訪ねて
インタビュー

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構
奈良支部　高齢・障害者業務課

特別養護老人ホーム西ノ京苑

奈良県立大淀養護学校

ホテル日航奈良

対象となる事業主の範囲が、従業員 45.5 人以上に広がります。

平成 33 年４月までには、更に 0.1％引き上げとなり、対象となる事業主の範囲は、
従業員 43.5 人以上に広がります。

留意点 1

留意点 2

奈良県の障害者実雇用率が２年連続全国第１位
法定雇用率達成企業割合が全国第５位になりました

　平成29年の障害者雇用状況調査（6月1日現在）の全国集計の結果、奈良県内の民間企業におけ
る実雇用率が2.62％（昨年2.60％）となり、２年連続全国第1位となりました。また、法定雇用率達
成企業割合が63.2％（昨年60.4％）となり、全国第5位に上昇しました（昨年は第10位）。

　昨年に引き続き、奈良県内の企業や支援機関を始めとする障害者雇用にかかわる皆様の積極的
な取組の成果が表れましたことに深く感謝申し上げます。

集計結果の主なポイント

民間企業（法定雇用率2.0%）
※常用労働者数50人以上企業対象 民間企業における雇用状況

障害種別の状況

前年より15社571社

前年より37.5人
前年より  4.0人
前年より29.5人

1,246.0人
832.5人
215.0人

身体障害者
知的障害者
精神障害者

報告企業

実雇用率

前年より71.0人

法定雇用率達成企業の割合

雇用障害者数
UP

UP

UP
UP
UP

UPUP

前年より0.02ポイント

前年より2.8ポイント

2,293.5人

2.62%

63.2%

平成３０年４月に法定雇用率が引き上げられます！！おしらせ
1

おしらせ
2

２．０％民間企業
事業主区分 現行 平成30年4月1日以降

国、地方公共団体、特殊法人 ２．３％
都道府県等の教育委員会 ２．２％

２．２％ 0.2%UP

２．５％ 0.2%UP

２．４％ 0.2%UP

精神障害者短時間労働者の雇用数カウント方法が変わります
　これまで、精神障害者である短時間労働者（週所定労働時間20時間以上30時間未満）は、1人をもって
0.5人と雇用数をカウントしていましたが、平成30年 4 月 1日から平成35年 3月 31日までの期間に「新規
雇入れから 3 年以内」又は「精神障害者保健福祉手帳取得から3年以内」の精神障害者である短時間労働
者を雇用された場合は、「1人をもって1人」と雇用数をカウントできることになりました。
　ただし、退職後 3年以内に、同じ事業主に再雇用された場合は対象になりません。
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障害者雇用の取組紹介　Vol.8 株式会社ホテルマネジメント（ホテル日航奈良）

全
従
業
員
２
６
０
名
の
う
ち
、
知
的
２
名
、

身
体
２
名
、
精
神
１
０
名
の
障
害
の
あ
る
方

が
働
い
て
い
ま
す
（
平
成
30
年
１
月
現
在
）。

開
業
当
時
か
ら
の
多
様
な
人
材

　

チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
後
の
客
室
は
、
ハ
ウ
ス
キ

ー
ピ
ン
グ
の
ス
タ
ッ
フ
が
清
掃
や
ベ
ッ
ト
メ
イ

キ
ン
グ
を
す
る
時
間
帯
を
迎
え
ま
す
。
そ
の

働
き
手
と
し
て
、
平
成
17
年
の
開
業
当
時
か

ら
数
名
の
外
国
人
を
雇
用
し
、
現
在
も
ス
リ

ラ
ン
カ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
か
ら
の
留
学

生
が
働
い
て
い
ま
す
。

　

同
ホ
テ
ル
総
支
配
人
の
津
秦
幸
生
氏
は
、

「
国
籍
や
障
害
が
あ
る
か
ど
う
か
で
は
な
く
、

ホ
テ
ル
従
業
員
と
し
て
必
要
と
す
る
能
力
を

奈
良
市
最
多
の
客
室
数

　

Ｊ
Ｒ
奈
良
駅
に
隣
接
し
、
古
都
奈
良
の
玄

関
口
に
立
つ
「
ホ
テ
ル
日
航
奈
良
」。
客
室
数

は
奈
良
市
最
多
の
３
３
０
室
、
急
増
す
る
外

国
人
観
光
客
や
、
一
度
に
３
０
０
名
近
い
修

学
旅
行
生
の
宿
泊
に
も
対
応
で
き
る
収
容
力

と
、Ｖ
Ｉ
Ｐ
も
対
応
可
能
な
豪
華
さ
を
兼
ね

備
え
た
ホ
テ
ル
で
す
。

　

吹
き
抜
け
の
開
放
的
で
贅
沢
な
空
間
が
広

が
る
ロ
ビ
ー
の
片
隅
に
、
ス
タ
ッ
フ
専
用
の
扉

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
扉
の
向
こ
う
に
は
、
客

室
の
清
掃
や
ベ
ッ
ド
メ
イ
キ
ン
グ
な
ど
を
担

当
す
る
ハ
ウ
ス
キ
ー
ピ
ン
グ
の
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド

が
あ
り
ま
す
。
ロ
ビ
ー
や
客
室
が
ス
テ
ー
ジ

な
ら
、
こ
こ
は
舞
台
裏
で
す
。
最
上
級
の
居

心
地
を
黒
子
と
し
て
支
え
る
ス
タ
ッ
フ
の
中

に
は
、
外
国
人
の
若
者
達
や
障
害
の
あ
る
人

達
の
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。
同
ホ
テ
ル
で
は
、

総支配人
津秦　幸生氏
「外国人スタッフが増えていることの背景には、当ホテルで働いている人から『働
きやすい』との口コミ情報が彼らのコミュニティーの中で伝わり、自分もここで働
きたいと思う人が応募してくるようです。このように、もともと多様性を受容する職
場の風土がありました。オープン当時から、聴覚障害のある方もおられました」

人事総務支配人
山本　恭司氏
「奈良障害者職業センター等の支援機関と
は適時連絡をとり、対処の方法などを相談
したり、休みが続くなどの変化があったとき
は報告を入れています。相談できる外部機
関があることは、大変心強いです。少しず
つ、こちらにも知識がついてきました」

ハウスキーピング副支配人
関西　美代子氏
「普段から『声をかける』ということの重要さ
を感じています。仕事が終わったときの『お
疲れ様』という一声で『あなたはここで役
立っている』という思いが伝わる。コストも
時間もかからない、そんな一声がとても大
切だなあと思っています」

雇用する側の理解から
～強い組織力となるチームワークをつくる～

株式会社ホテルマネジメント（ホテル日航奈良）

　平成30年4月1日より法定雇用率の算定基礎に精神障害者が追加されます。ハローワークを通じた精神障害者の
就職件数は全国的に急増しており、平成28年度は障害者全体の４割強を占めています。今回は精神障害のある方
に焦点をあて、障害の有無に関係なく、持てる力を最大限に発揮できる取組をされているホテル日航奈良を訪ね、
障害者雇用のきっかけや、雇用後の様子、また、実際に同ホテルで働く当事者にお話を伺いました。
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vol.8障害者雇用の取組紹介

持
っ
て
い
る
か
、
前
向
き
に
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
が
重
要
で
す
。
障

害
も
個
性
と
と
ら
え
て
、
そ
れ
を
雇
用
す
る

側
の
我
々
が
理
解
で
き
れ
ば
、
戦
力
に
な
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
普
段
か

ら
周
囲
の
ス
タ
ッ
フ
も
含
め
て
理
解
し
、
声

を
か
け
合
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
つ
く

っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ

て
組
織
力
が
強
く
な
り
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が

で
き
ま
す
」
と
語
り
ま
す
。

　

障
害
者
を
積
極
的
に
雇
用
す
る
き
っ
か
け

は
、
外
国
人
観
光
客
の
増
加
に
よ
り
人
手
不

足
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
頃
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

奈
良
か
ら
障
害
者
雇
用
の
た
め
の
就
職
面
接

会
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
ら
れ
た
こ
と
で
す
。

そ
し
て
、
こ
の
面
接
会
を
通
じ
て
、
平
成
28
年

11
月
に
同
ホ
テ
ル
の
ハ
ウ
ス
キ
ー
ピ
ン
グ
部
門

に
採
用
さ
れ
た
の
が
、
田
淵
淑
子
さ
ん
で
す
。

自
分
に
合
う
仕
事
に
出
会
う

　

田
淵
さ
ん
は
、
か
つ
て
は
自
分
に
発
達
障

害
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
ず
に
一
般
企
業
で
働

い
て
い
ま
し
た
。『
好
き
な
仕
事
』
を
基
準

に
仕
事
を
選
ぶ
と
、
接
客
や
販
売
関
係
の
分

野
と
な
っ
て
し
ま
い
、
帰
宅
後
に
も
仕
事
の

悩
み
を
持
ち
帰
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

２
年
前
に
発
達
障
害
と
の
診
断
を
受
け
て

障
害
者
手
帳
を
取
得
し
ま
し
た
が
、
簡
単
に

気
持
ち
が
整
理
で
き
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た

と
言
い
ま
す
。
し
か
し
、
様
々
な
福
祉
的
支
援

を
受
け
る
中
で
「
そ
の
支
援
に
応
え
た
い
」
と

の
思
い
か
ら
、
自
ら
行
動
を
起
こ
し
て
み
よ

う
と
動
い
た
の
が
面
接
会
へ
の
参
加
で
し
た
。

「
ホ
テ
ル
日
航
奈
良
の
ハ
ウ
ス
キ
ー
ピ
ン
グ
業

務
は
、
仕
事
中
は
集
中
し
て
仕
事
に
取
り
組

み
、
家
に
帰
っ
て
か
ら
は
一
切
仕
事
か
ら
離

れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
オ
ン
と
オ
フ
の
切
り

替
え
が
で
き
る
こ
の
仕
事
な
ら
、
自
分
に
合

っ
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。
好
き
な
仕
事
と

で
き
る
仕
事
は
違
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
」

と
田
淵
さ
ん
。

前
向
き
さ
が
あ
れ
ば

　
田
淵
さ
ん
を
面
接
し
た
の
が
、
人
事
総

務
支
配
人
の
山
本
恭
司
氏
で
し
た
。

「
田
淵
さ
ん
の
経
歴
に
つ
い
て
、
随
分
話
し
こ

ん
だ
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
も
の
す
ご
く
頑
張

っ
て
お
ら
れ
、『
さ
ぞ
か
し
、
辛
い
思
い
を
さ

れ
た
だ
ろ
う
』
と
想
像
し
ま
し
た
。
ハ
ウ
ス

キ
ー
ピ
ン
グ
で
あ
れ
ば
、
田
淵
さ
ん
の
良
さ

を
生
か
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、
採
用

し
ま
し
た
。
前
向
き
な
姿
勢
で
取
り
組
め
ば
、

上
司
や
同
僚
の
ス
タ
ッ
フ
は
受
け
入
れ
て
く

れ
ま
す
し
、
成
長
で
き
ま
す
」。
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田淵　淑子さん
「普段は清掃しない場所や、汚れやすいところだ
けを特別に掃除するトクソウ（＝特別清掃）は大
好きなんです。中でも、天井を磨きあげる仕事
は、上を向きっぱなしで体力的にはきついんで
すけれども、掃除する前と後の変化を感じる瞬
間、『やったー！』という達成感を感じます。」

障害をオープンにして働くのはホテル日航奈良が初めて。自分が苦
手なベッドメイキング以外は、ほとんどすべてのハウスキーピングを
人一倍丁寧にやりとげる田淵さん。バスルームの清掃は特に褒めら
れる。「VIPの部屋を頼まれたときは嬉しかった」と、自分が認められ
た気がしたという。

　
ま
た
、「
障
害
の
あ
る
人
の
就
労
に
つ
い
て

は
、
あ
く
ま
で
こ
ち
ら
は
素
人
で
す
。
相
談

で
き
る
支
援
機
関
と
の
連
携
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、奈
良
障
害
者
職
業
セ
ン

タ
ー
、
な
ら
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
コ
ン
パ
ス
な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な
支
援
機

関
か
ら
の
フ
ォ
ロ
ー
が
と
て
も
助
か
っ
て
い
ま

す
」
と
言
い
ま
す
。

個
性
を
戦
力
に

　
日
々
の
客
室
使
用
状
況
に
合
わ
せ
て
そ
れ

ぞ
れ
の
ス
タ
ッ
フ
が
最
大
限
に
力
を
発
揮
で
き

る
よ
う
配
置
し
、
フ
ォ
ロ
ー
を
行
う
の
が
ハ
ウ

ス
キ
ー
ピ
ン
グ
副
支
配
人
の
関
西
美
代
子
氏

で
す
。

　「
ハ
ウ
ス
キ
ー
ピ
ン
グ
で
は
、
言
葉
も
文
化

も
違
う
外
国
人
留
学
生
た
ち
が
働
い
て
い
ま

す
。
片
言
の
日
本
語
や
身
振
り
手
振
り
を
交

え
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

す
が
、
こ
ち
ら
の
指
示
は
き
ち

ん
と
伝
わ
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
障
害
の
あ
る

人
と
一
緒
に
働
く
こ
と
に
つ
い
て
、
特
に
不

安
を
抱
え
た
り
戸
惑
っ
た
り
す
る
こ
と
は
な

か
っ
た
で
す
ね
」。

　
現
場
で
は
、
一
人
一
人
へ
の
目
配
り
と
き
め

細
か
な
気
配
り
に
よ
り
状
況
を
判
断
し
、
仕

事
の
指
示
を
出
し
て
い
ま
す
。
田
淵
さ
ん
に

対
し
て
は
、「
掃
除
が
と
て
も
几
帳
面
で
す
。

一
点
に
集
中
し
て
汚
れ
を
見
つ
け
る
の
が
得

意
な
方
な
の
で
、
最
初
は
『
水
ま
わ
り
だ
け

を
や
ら
せ
て
ほ
し
い
』
と
の
希
望
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
清
掃
場
所
を
バ
ス
と
ト
イ

レ
に
限
定
す
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
た
が
、

今
で
は
ベ
ッ
ド
メ
イ
キ
ン
グ
以
外
の
ほ
と
ん

ど
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
仕
事
ぶ
り
が
完
璧

で
、
田
淵
さ
ん
が
掃
除
を
し
た
部
屋
を
翌
日

担
当
す
る
ス
タ
ッ
フ
は
ラ
ッ
キ
ー
だ
と
思
い

ま
す（
笑
）。
一
生
懸
命
、
丁
寧
に
や
る
の
で

す
か
ら
、
時
間
が
か
か
っ
て
も
そ
れ
で
い
い
の

だ
と
伝
え
て
い
ま
す
」。

　
し
か
し
、「
そ
の
完
璧
さ
ゆ
え
か
、時
々
『
自

分
は
こ
れ
で
い
い
の
か
』
と
落
ち
込
む
よ
う

で
す
。
心
の
内
が
身
体
に
現
れ
や
す
い
方
な

の
で
、
表
情
を
見
て
い
れ
ば
わ
か
り
ま
す
。

そ
ん
な
と
き
は
、「
水
分
と
っ
て
る
？
」
な
ど

と
声
を
か
け
て
、
気
持
ち
を
入
れ
替
え
る
き

っ
か
け
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
」。

　「
あ
る
人
は
、
時
間
が
か
か
る
け
ど
抜
か
り

な
く
掃
除
が
で
き
る
。
あ
る
人
は
、
素
早
く
処

理
が
で
き
る
け
ど
見
落
と
し
が
あ
る
。
得
意

分
野
に
偏
り
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性

を
チ
ー
ム
と
し
て
生
か
せ
ば
、
結
果
と
し
て
、

ホ
テ
ル
全
体
が
美
し
く
な
っ
て
い
ま
す
」。

　
課
題
点
に
注
目
し
て
人
を
変
え
よ
う
と
す

る
の
で
は
な
く
、
一
人
一
人
の
特
性
を
組
み

合
わ
せ
、
個
性
を
戦
力
に
す
る
発
想
に
も
、

障
害
者
雇
用
の
環
境
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト
が

あ
り
ま
し
た
。

一
番
大
切
な
こ
と

　
最
後
に
、
障
害
者
雇
用
を
す
す
め
て
い
く

う
え
で
、
大
切
な
こ
と
を
津
秦
総
支
配
人
に

伺
い
ま
し
た
。

　「
障
害
者
雇
用
の
促
進
は
企
業
独
自
で
対

応
す
る
の
は
難
し
い
の
で
、
支
援
機
関
と
と

も
に
考
え
な
が
ら
や
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
障
害
の
あ
る
人
の
中
に
は
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手
な
人
も
い
ま
す
か

ら
、
雇
用
す
る
側
が
そ
こ
を
ど
う
理
解
し
て

仕
事
を
任
せ
て
い
く
か
を
考
え
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
で
き
た
仕
事
に
対
し

て
は
、
認
め
て
褒
め
る
こ
と
が
一
番
大
切
な

こ
と
で
す
。
褒
め
る
育
成
方
法
は
ホ
テ
ル
日

航
奈
良
の
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
ス
タ
ッ
フ
全
員
が

共
有
し
て
い
ま
す
。」

株式会社
ホテルマネジメント

〒630-8122
奈良県奈良市三条本町8-1
TEL 0742-35-8831
FAX 0742-35-6868
http://www.nikkonara.jp/
設立：平成17年6月
従業員数：260名

障害のある方を雇用している、または雇用しようとしている事業主の皆さまへ

精神･発達障害者しごとサポーター
養成講座のご案内

　精神障害、発達障害のある方々の雇用は、年々増加しています。
　これらの方々が安定して働き続けるためのポイントの一つは「職場において同僚
や上司がその人の障害特性について理解し、共に働く上での配慮があること」ですが、企業で働
く一般の従業員の方が障害等に関する基礎的な知識や情報を得る機会は限られていました。
　このため、労働局・ハローワークでは、一般の従業員の方を主な対象に、精神障害、発達障害
に関して正しく理解いただき、職場における応援者（精神・発達障害者しごとサポーター）となっ
ていただくための講座を開催しています。

精神･発達障害者しごとサポーター養成講座

講座時間

メリット

内 容

90 ～ 120 分程度（講義 75 分、質疑応答 15 ～
45 分程度）を予定

精神・発達障害についての基礎知識や一緒に働
くために必要な配慮などを短時間で学ぶことが
できます。

｢精神疾患（発達障害を含む）の種類」、「精神・発達
障害の特性」、｢共に働く上でのポイント（コミュニケ
ーション方法）」等について

受講対象
企業に雇用されている方であれば、どなたでも受
講可能です。
※ 今現在、障害のある方と一緒に働いているかどうか等は問いません。

詳細やご不明な点は、お問い合わせください

TEL 0742-32-0209      FAX 0742-32-0225
奈良市法蓮町 387 番地（奈良第三地方合同庁舎）　奈良労働局 職業安定部 職業対策課

事業所への出前講座もあります
ハローワークから講師が事業所に出向きます。また、精神・発達障害者の雇用でお困りのこと
があれば、精神保健福祉士や臨床心理士の有資格者などに相談できます。

ご留意ください
 ｢精神・発達障害者しごとサポーター」は特別な資格制度等ではありません。また、本講座の受講により、職場の中で障害
者に対する特別な役割を求めるものでもありません。
  ｢精神・発達障害者しごとサポーター」の養成は、広く職場における精神障害、発達障害に関する正しい理解の浸透を図り、
精神・発達障害者にとって働きやすい職場環境づくりを推進し、「障害者と一緒に働くことが当たり前」の社会になることを
後押しすることを目的としています。

受講した方の声

平成 29 年 12 月 19 日に、ホ
テルリガーレ春日野にて実
施しました。平成 30 年度も
実施する予定です。

とてもわかりやすく、聴きやすい講座でした。ありがとうご
ざいました。

職場で順番に参加したいと思いました。

非常に有意義な 1 時間半でした。今更な事もあり、初心に
再度ふり返り、相手の気持ち、思いやりをもって、しっかりと
接して応援ならびに支援させて頂きたいと思いました。今
後もこのような講座をどんどん開催して欲しいと思った。

本日の講座を受講させていただき、支援者のあり方として
大変参考になりました。これからの支援に役立たせていた
だきたいと思います。



奈良県障害者政策推進トップフォーラムでの講演

精神障害のある人の雇用と定着支援について

精
神
障
害
に
も
支
援
と
配
慮
を

　

例
え
ば
、
腎
臓
機
能
障
害
と
い
う
身
体
的

な
慢
性
疾
患
の
人
の
場
合
、
通
院
を
確
保
し
、

重
労
働
を
避
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
精
神

の
病
気
も
体
質
的
な
問
題
と
ス
ト
レ
ス
に
よ
っ

て
引
き
起
こ
さ
れ
ま
す
が
、
周
囲
の
配
慮
や

支
援
に
よ
っ
て
職
業
生
活
を
継
続
し
て
い
く

こ
と
は
身
体
的
な
慢
性
疾
患
と
同
じ
で
す
。

統
合
失
調
症
の
場
合

　

統
合
失
調
症
は
、
妄
想
、
幻
覚
、
ま
と

ま
り
の
な
い
言
動
、
意
欲
低
下
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
症
状
が
あ
り
、
お
よ
そ
1
0
0
人
か
ら

1
2
0
人
に
一
人
が
発
症
す
る
と
言
わ
れ
て

い
る
病
気
で
す
。
統
合
失
調
症
を
発
症
す
る

と
、
脳
の
情
報
処
理
過
程
に
何
ら
か
の
支
障

が
出
る
「
認
知
障
害
」
や
、
あ
る
場
面
で
は

能
力
が
発
揮
で
き
る
の
に
、
場
面
が
変
わ
る

と
極
端
に
能
力
が
発
揮
で
き
な
く
な
る
よ
う

な
「
機
能
の
不
安
定
性
」
な
ど
が
起
こ
り
や

す
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、生
活
の
場
を
構
造
化
さ
れ
た
明

確
な
も
の
に
し
ま
し
ょ
う
。職
場
で
は
、
作
業

手
順
を
明
確
に
し
、人
に
よ
っ
て
指
示
が
異
な

る
と
い
っ
た
こ
と
は
避
け
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　

ま
た
、
統
合
失
調
症
に
限
ら
ず
、
精
神

障
害
の
あ
る
人
の
場
合
、
人
生
の
途
中
で
突

然
障
害
と
直
面
し
、偏
見
を
持
っ
た
周
囲
の

不
適
切
な
対
応
に
あ
っ
た
り
、学
業
の
中
断

や
失
業
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
マ
イ
ナ
ス
体
験

に
よ
り
、自
信
喪
失
や
自
尊
感
情
が
低
下
し

て
い
る
人
も
多
く
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
出
来
る
こ
と
に
焦
点
を
当
て
、

成
功
体
験
と
達
成
感
を
持
て
る
よ
う
に
工
夫

す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

頭
ご
な
し
に
叱
る
と
力
を
発
揮
出
来
な
く

な
り
逆
効
果
に
な
り
ま
す
。
ミ
ス
に
対
し
て

は
、
具
体
的
な
解
決
策
を
本
人
と
一
緒
に
考

え
ま
し
ょ
う
。

精
神
障
害
の
あ
る
人
の
雇
用
状
況

　

近
年
全
国
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
障
害
者
窓

口
か
ら
紹
介
さ
れ
て
就
職
す
る
精
神
障
害
の

あ
る
人
の
件
数
は
増
え
て
い
ま
す
（
図
1
）。

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構

相 澤  欽 一主任研究員 （あいざわ　きんいち）

身
体
障
害
や
知
的
障
害
の
倍
の
件
数
で
す
。

　

2
0
0
8
年
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
障
害
者

窓
口
か
ら
紹
介
さ
れ
て
就
職
し
た
精
神
障
害

の
あ
る
人
の
う
ち
、
8
割
は
手
帳
を
も
っ
て

い
る
人
で
し
た
。
ま
た
、
障
害
者
窓
口
で
障

害
を
オ
ー
プ
ン
に
し
て
障
害
者
求
人
に
応
募

し
就
職
さ
れ
た
方
は
４
割
、
障
害
を
開
示

せ
ず
に
一
般
求
人
に
就
職
さ
れ
た
方
は
３

割
、
障
害
を
開
示
し
て
一
般
求
人
に
就
職
さ

れ
た
方
は
２
割
、
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
へ
の

就
職
は
８
％
で
し
た
。

チ
ー
ム
支
援
が
鍵

　

そ
の
一
方
で
、
就
職
し
た
精
神
障
害
の
あ

る
人
の
う
ち
３
分
の
１
以
上
が
、
３
ヶ
月
未

満
で
辞
め
て
い
ま
す
（
図
2
）。
し
か
し
、

障
害
者
求
人
に
応
募
し
て
就
職
し
、
ハ
ロ
ー

講師プロフィール

　
奈
良
県
で
は
、
障
害
の
あ
る
人
が
誇
り
を
も
っ
て
人
生
を
歩
む
こ
と
が

で
き
、
誰
も
が
社
会
の
一
員
と
し
て
包
み
込
ま
れ
お
互
い
に
支
え
合
う
地

域
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
県
内
各
界
の
ト
ッ
プ
が
障
害
者
の
課
題
を
共

有
し
、
取
組
を
推
進
で
き
る
よ
う
「
奈
良
県
障
害
者
政
策
推
進
ト
ッ
プ

フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
9
月
5
日
に
開
催
し
、（
独
）
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支

援
機
構
障
害
者
職
業
総
合
セ
ン
タ
ー
の
相
澤
欽
一
先
生
に
ご
講
演
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。こ
の
講
演
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

（図3） （図2）

・早稲田大学人間科学部非常勤講師
・日本精神障害者リハビリテーション学会常任理事
・日本職業リハビリテーション学会運営理事

＜担当研究及び著書＞
「精神障害者の職場定着及び支援の状況に関する研究」（担当研究）
「精神障害者雇用支援ガイドブック　現場で使える」（単著） 金剛出版
「職業リハビリテーションの基礎と実践」（共著） 中央法規出版

　　　他多数

ワ
ー
ク
が
関
係
機
関
と
連
携
し
て
チ
ー
ム
支

援
を
行
い
、
適
応
指
導
を
し
た
場
合
に
は
、

1
年
定
着
し
た
人
が
7
割
い
ま
し
た（
図
3
）。

支
援
や
受
入
体
制
、
チ
ー
ム
支
援
・
適
応

指
導
が
重
要
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

職
場
定
着
の
た
め
に

　

指
示
の
出
し
方
・
仕
事
の
教
え
方
に
は
次

の
よ
う
な
工
夫
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

○ 

特
定
の
指
導
者
を
配
置
す
る

○ 

や
っ
て
見
せ
て
、
わ
か
っ
た
か
を
確
認

し
、
そ
の
後
に
や
っ
て
も
ら
う

（図1）
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て
振
り
返
っ
て
、
目
標
を
定
め
ま
し
ょ
う
。

○ 
環
境
の
変
化
が
あ
っ
た
と
き
は
要
注
意

職
務
内
容
の
変
化
、
指
導
者
や
特
に
本

人
が
信
頼
し
て
い
る
上
司
や
同
僚
が
替

わ
る
時
は
支
援
機
関
に
一
報
を
入
れ
る
と

良
い
で
し
ょ
う
。

連
携
の
ポ
イ
ン
ト

　

職
場
定
着
は
、
本
人
の
セ
ル
フ
ケ
ア
と
職

場
の
ラ
イ
ン
ケ
ア
、
そ
し
て
専
門
機
関
の
専

門
的
な
支
援
の
三
つ
を
上
手
く
連
携
さ
せ
る

こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

情
報
を
ど
の
よ
う
な
方
法
で
共
有
す
る

と
、
効
率
的
で
効
果
的
な
の
で
し
ょ
う
か
。

例
え
ば
、
就
職
す
る
ま
で
の
間
、
調
子
が
悪

く
な
る
サ
イ
ン
、
調
子
が
い
い
と
き
の
サ
イ

ン
を
、
支
援
機
関
と
本
人
で
整
理
し
、
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
に
ま
と
め
て
お
く
と
い
い
で
し
ょ

う
。
就
職
し
た
ら
、
毎
日
チ
ェ
ッ
ク
し
、
会

社
の
方
も
そ
れ
を
見
て
、
気
に
な
る
こ
と
が

あ
れ
ば
1
行
コ
メ
ン
ト
を
書
き
ま
す
。
そ
れ

を
ド
ク
タ
ー
に
見
せ
て
、
何
か
あ
れ
ば
ド
ク

タ
ー
か
ら
支
援
機
関
に
連
絡
し
て
も
ら
い
、

支
援
機
関
が
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
入
り
ま
す
。

　

コ
ス
ト
を
か
け
ず
に
で
き
る
だ
け
多
く
の

情
報
を
共
有
し
、
本
人
も
セ
ル
フ
ケ
ア
を
育

て
る
と
い
う
視
点
で
や
っ
て
い
け
る
か
が
、

精
神
障
害
の
あ
る
人
の
職
場
定
着
の
カ
ギ
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

○ 

指
示
は
具
体
的
に
、
誤
解
の
余
地
な
く
、

タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
。
一
度
に
た
く
さ
ん

言
わ
な
い
。「
適
当
に
」「
き
ち
ん
と
」

な
ど
の
漠
然
と
し
た
指
示
は
Ｎ
Ｇ

○ 

で
き
た
こ
と
は
ほ
め
る

○ 

ミ
ス
に
対
し
て
は
具
体
的
な
対
応
策
を

一
緒
に
考
え
る

○ 

指
示
を
出
し
た
後
の
本
人
の
様
子
に
注

意
す
る

指
示
を
出
し
た
後
は
本
人
を
よ
く
見
て

お
い
て
、
不
安
な
様
子
な
ら
、
分
か
ら

な
い
こ
と
な
ど
が
な
い
か
尋
ね
て
み
ま

し
ょ
う
。

○ 

根
気
よ
く
指
導
す
る

障
害
の
あ
る
人
は
、
指
導
す
る
人
の
期

待
ど
お
り
に
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
指
導
す
る
人
を
上
司
な
ど
が
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
す
る
の
が
重
要
で
す
。

○ 

相
談
し
や
す
い
雰
囲
気
を
作
っ
て
、
職

場
全
体
の
雰
囲
気
を
和
や
か
に
す
る

○ 

定
期
的
に
本
人
と
相
談
を
す
る

ど
う
や
っ
て
相
談
す
る
の
か
分
か
ら
な

い
場
合
は
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
使
い
ま

し
ょ
う
。

○ 

健
康
面
の
配
慮

通
院
時
間
を
確
保
し
、
普
段
か
ら
本
人

の
様
子
に
気
を
つ
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○ 

目
標
を
設
定
し
、
評
価
し
、
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
す
る

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
な
い
と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
下
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
定
期
的
に

本
人
と
話
し
合
い
を
し
て
、
仕
事
に
つ
い

6奈良県障害者雇用促進ジャーナル No.97 奈良県障害者雇用促進ジャーナル No.9

トップフォーラム講演 「精神障害のある人の雇用と定着支援について」



お話を伺った松尾智志施設長

介
護
現
場
に
お
け
る

障
害
者
雇
用

社
会
福
祉
法
人 

南
都
栄
寿
会

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
西
ノ
京
苑

社会福祉法人 南都栄寿会
特別養護老人ホーム西ノ京苑
〒630-8044
奈良県奈良市六条西5丁目17-43
TEL 0742-52-0888  FAX 0742-52-0889

て
遊
ん
で
い
た
り
、
地
域
の
方
が
外
出
さ
れ

た
利
用
者
に
声
を
か
け
た
り
と
、地
域
の
方
々

と
施
設
利
用
者
と
の
触
れ
合
い
が
自
然
な
形

で
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

障
害
者
雇
用
の
背
景
に

　

西
ノ
京
苑
は
生
活
の
場
で
す
か
ら
、
利
用

者
の
身
の
回
り
の
お
世
話
や
、
リ
ネ
ン
関
係

を
含
め
た
ユ
ニ
ッ
ト
（
居
住
空
間
）
全
体
に

関
わ
る
清
掃
な
ど
、
日
常
生
活
に
関
わ
る

様
々
な
仕
事
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
障

害
に
よ
る
特
性
は
あ
り
ま
す
が
、
障
害
の
あ

る
人
も
一
般
職
員
と
分
け
隔
て
な
く
仕
事
を

し
て
い
ま
す
。
と
は
い
え
、
利
用
者
は
ご
高

齢
で
、
介
助
に
は
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ
り
ま
す
。

事
故
や
ケ
ガ
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
先
輩
職
員

と
ペ
ア
に
な
る
こ
と
で
適
時
確
認
を
と
っ
て

い
ま
す
。

限
り
な
く
利
用
者
に
寄
り
添
う

西
ノ
京
苑

　

奈
良
市
内
に
あ
る
西
ノ
京
苑
は
、
自
宅
で

の
介
護
が
難
し
い
高
齢
者
の
た
め
の
入
居
施

設
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
す
。

　

誰
も
が
将
来
、
介
護
を
受
け
る
こ
と
に
な

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
高
齢
者
福
祉

施
設
に
お
け
る
生
活
は
、
当
事
者
や
そ
の
家

族
に
な
っ
て
み
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
こ
と

が
多
い
で
す
。「
自
分
が
高
齢
者
に
な
っ
た
と

き
、『
も
し
も
日
常
生
活
の
中
に
自
由
が
ほ

と
ん
ど
な
い
と
し
た
ら
？
』『
自
分
の
将
来
に

そ
れ
が
待
っ
て
い
る
と
し
た
ら
？
』
そ
こ
を

原
点
に
考
え
て
い
ま
す
」
と
松
尾
施
設
長
は

語
り
ま
す
。

　

高
齢
者
に
と
っ
て
施
設
と
は
『
生
活
の
場
』

で
す
。「
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
乗
っ
て
行
く
特
別

な
外
出
よ
り
も
、
毎
日
の
生
活
の
中
で
『
ち

ょ
っ
と
ジ
ュ
ー
ス
を
買
い
た
い
』
と
か
、『
今
日

は
寿
司
が
食
べ
た
い
』
な
ど
、
身
近
な
希
望

が
叶
う
こ
と
が
喜
び
で
す
。
孫
や
ひ
孫
を
連

れ
て
家
族
が
来
て
く
れ
る
こ
と
が
楽
し
み
で

あ
り
、
支
え
で
す
。
そ
の
よ
う
な
利
用
者
の

要
望
を
可
能
な
限
り
受
け
止
め
、
そ
の
人
ら

し
く
生
活
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
方
針
と
し

て
い
ま
す
」
と
、
ど
こ
ま
で
も
高
齢
者
に
寄

り
添
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
方
々
と
の
交
流
も
日
常
的

で
、
近
所
の
子
ど
も
達
が
施
設
に
出
入
り
し

取 組 紹 介

　社会福祉法人南都栄寿会が運営する特別養
護老人ホーム西ノ京苑では、全従業員109名の
うち、知的3名、身体3名、精神3名の障害のある
人たちが働いています（平成30年1月現在）。
　高齢者介護現場では、障害者雇用が高まり
つつあります。今回は、介護現場で働く障害の
ある人たちを取材しました。

「
当
施
設
で
は
、
高
齢
に
よ
る
障
害
の
あ
る

人
も
生
ま
れ
つ
き
障
害
が
あ
る
人
も
同
じ
で

す
か
ら
、
障
害
を
理
由
に
特
別
な
扱
い
を
す

る
な
ど
考
え
た
こ
と
も
な
く
、
賃
金
も
同
じ

で
す
。
た
だ
『
で
き
る
仕
事
を
精
一
杯
、
根

気
よ
く
し
て
く
だ
さ
い
』
と
い
う
話
は
し
て

い
ま
す
」
と
松
尾
施
設
長
。

　

ま
た
、
徒
歩
で
通
う
こ
と
が
で
き
る
距
離

に
あ
る
奈
良
東
養
護
学
校
高
等
養
護
部
か

ら
、
福
祉
の
授
業
の
一
環
と
し
て
実
習
を
受

け
入
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
こ

と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
西
ノ
京
苑
を
就
職
先

と
し
て
選
び
採
用
さ
れ
た
生
徒
も
い
ま
す
。

「
介
護
の
仕
事
が
し
た
い
か
ど
う
か
以
上
に
、

こ
こ
で
は
自
分
を
一
人
の
職
員
と
し
て
認
め

て
く
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
を
生
徒
達
が

感
じ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
同
校

進
路
指
導
部
の
高
田
雅
文
教
諭
は
言
い
ま

す
。
今
回
紹
介
す
る
二
人
も
、
同
校
の
卒
業

生
で
す
。

利
用
者
を
介
護
し
つ
つ
、

見
守
ら
れ
て

　

山
田
重
成
さ
ん
は
、
就
職
し
て
３
年
目
で
、

利
用
者
の
生
活
介
助
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

３
年
目
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
清
掃
業
務
以

外
に
、
話
し
相
手
に
な
る
な
ど
利
用
者
の
体

調
や
変
化
に
臨
機
応
変
に
対
応
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
仕
事
中
の
山
田
さ
ん

を
訪
ね
る
と
、
お
年
寄
り
の
話
し
相
手
を
さ

れ
て
い
る
最
中
で
し
た
。「
話
を
よ
く
聞
い
て

く
れ
る
」
と
、
山
田
さ
ん
は
利
用
者
に
人
気

が
あ
り
ま
す
。

　

1
年
目
の
田
中
恵
吾
さ
ん
は
、
一
般
就
労

を
目
指
し
て
い
ろ
い
ろ
な
実
習
を
積
み
重
ね

て
き
ま
し
た
が
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

を
し
な
が
ら
仕
事
の
幅
を
広
げ
る

こ
と
が
で
き
る
こ
の
仕
事
を
選
び

ま
し
た
。
主
に
リ
ネ
ン
関
係
の
仕

事
が
多
く
、
ベ
ッ
ト
メ
イ
キ
ン
グ

も
任
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
取
材
時
に
は
、
慣
れ
た
手

つ
き
で
手
早
く
シ
ー
ツ
を
交
換
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
し
た
。

　
「
ご
高
齢
の
利
用
者
さ
ん
は
、

た
と
え
認
知
症
が
あ
っ
た
と
し
て

も
よ
く
職
員
の
動
き
を
見
て
お
ら

れ
ま
す
。
一
般
の
職
員
に
は
意
見

を
言
う
人
で
も
、
彼
ら
の
こ
と
は

２
時
間
で
も
静
か
に
待
っ
て
く
れ

る
人
が
い
ま
す
。『
あ
の
子
は
、
覚

え
る
の
が
苦
手
な
ん
だ
ろ
う
』
と
」

（
松
尾
施
設
長
）。

不
得
意
な
分
野
が

あ
っ
て
も
確
実
に
戦
力
に

　　

二
人
と
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
苦
手
で
し
た
が
、
毎
日
利
用
者

利用者に親しく話かける松尾施設長

と
関
わ
り
、
他
の
職
員
と
協
力
し
て
仕
事
を

す
る
こ
と
を
地
道
に
取
り
組
ん
だ
積
み
重
ね

の
成
果
が
確
実
に
で
て
き
て
い
る
そ
う
で
す
。

「
自
立
と
は
、
一
人
で
何
で
も
で
き
る
こ
と
で

は
な
く
、
失
敗
を
し
て
『
こ
う
す
れ
ば
で
き

る
』
を
自
覚
す
る
こ
と
で
す
。
彼
ら
は
た
と

え
時
間
が
か
か
っ
た
と
し
て
も
、
一
生
懸
命

取
り
組
ん
で
い
て
、
ご
ま
か
し
も
し
な
い
。

こ
れ
が
仕
事
だ
と
わ
か
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
し
、
注
意
や
指
導
を
受
け
た
か
ら
と
い
っ

て
休
む
と
は
言
わ
な
い
で
す
」

　

ま
た
、人
見
知
り
の
傾
向
が
強
い
場
合
は
、

最
初
は
作
業
だ
け
を
し
て
も
ら
う
そ
う
で

す
。「
雑
務
的
な
こ
と
を
引
き
受
け
て
も
ら

え
る
こ
と
で
、
職
員
は
専
門
的
な
仕
事
に
専

念
で
き
ま
す
。
時
間
は
か
か
り
ま
す
が
、
気

が
つ
く
と
自
分
か
ら
職
員
や
利
用
者
に
話
し

か
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
」（
松
尾
施

設
長
）。

　

山
田
さ
ん
と
田
中
さ
ん
は
、
今
で
は
夜
勤

を
勤
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
時
に
は
、「
他
の
仕
事
が
魅
力
的
に
見

え
る
こ
と
も
あ
る
」（
山
田
さ
ん
）
と
言
い

ま
す
が
、
確
実
に
出
来
る
こ
と
を
増
や
し
な

が
ら
、
社
会
人
と
し
て
学
ぶ
も
の
は
多
い
よ

う
で
す
。

山田重成さん
「覚えることが多くて大変。
つらいと思ったことや、辞め
たいと思ったこともありまし
た。でも人見知りがなくなっ
た。お年寄りは、一人一人ち
がうということがわかってき
ました。掃除やお風呂の介
助、話し相手もしています。」

田中恵吾さん
「給料でお母さんに食事を
ごちそうできました。最初
は、覚えることが多くて大変
でした。お年寄りが好きで
すし、少しコミュニケーショ
ンのとり方もわかるように
なってきました。」
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体
験
学
習
や
現
場
実
習
、授
業
を
通
し
て

地
域
と
の
接
点
を
増
や
し
、児
童
生
徒
の
経
験
を
豊
か
に

　

奈
良
県
中
南
部
の
広
範
な
エ
リ
ア
を
校
区

と
す
る
大
淀
養
護
学
校
。知
的
障
害
の
あ
る

児
童
生
徒
の
特
別
支
援
学
校
と
し
て
、
昭
和

50
年
に
開
校
し
ま
し
た
。児
童
生
徒
数
は
、

小
学
部
か
ら
高
等
部
ま
で
を
合
わ
せ
る
と

1
9
2
名（
小
学
部
69
名
、
中
学
部
50
名
、
高

等
部
73
名
＝
平
成
29
年
4
月
現
在
）
と
多
い

で
す
。そ
の
約
半
数
は
橿
原
市
か
ら
、
他
に
御

所
市
、
五
條
市
、
葛
城
市
、
高
取
町
、
明
日
香

村
、地
元
の
大
淀
町
や
下
市
町
、
吉
野
町
、
遠

く
は
東
吉
野
村
や
十
津
川
村
と
、
実
に
11
市

町
村
か
ら
児
童
生
徒
が
通
っ
て
い
ま
す
。最

寄
り
駅
の
近
鉄
下
市
口
駅
か
ら
西
へ
、
市
街

地
を
離
れ
た
丘
の
上
に
立
つ
校
舎
ま
で
坂
道

を
25
分
か
け
て
徒
歩
で
登
校
す
る
生
徒
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
に
乗
っ
て
く
る
生
徒
、
近
隣
の
入

所
施
設
か
ら
登
校
す
る
生
徒
な
ど
、
通
学
の

方
法
も
様
々
。校
門
を
通
っ
て
校
庭
ま
で
入

る
と
、南
側
の
空
の
下
、大
峰
山
脈
の
雄
大
な

山
並
み
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
、
高
等
部
卒
業
後
に
就
職
す

る
生
徒
の
数
は
４
名
で
し
た
。卒
業
生
の
多

く
は
福
祉
施
設
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
ま
す
が
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た
進

路
選
択
を
す
る
た
め
に
も
普
段
か
ら
地
域
と

の
接
点
を
増
や
し
、
生
徒
た
ち
の
豊
か
な
経

験
づ
く
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。

中
学
部
全
員
が

現
場
体
験
学
習
を
経
験

　

同
校
の
特
徴
と
し
て
10
年
前
か
ら
行
わ
れ

て
き
た
の
が
、中
学
部
の
段
階
で
生
徒
全
員
が

企
業
や
福
祉
施
設
で
現
場
体
験
学
習
を
す

る
こ
と
で
す
。「
地
域
柄
、
体
験
先
は
限
ら
れ

て
い
る
も
の
の
、
生
徒
一
人
に
つ
き
年
2
回
、

3
年
間
で
合
計
6
回
の
体
験
学
習
に
よ
り
、

地
域
の
受
け
入
れ
先
と
の
温
か
い
関
係
性
が

生
ま
れ
て
い
ま
す
」
と
、
津
村
教
諭
。吉
崎
純

子
校
長
は
、「
地
域
の
人
た
ち
に
は
生
徒
た
ち

の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
障
害
理

解
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
し
、
保
護
者
の
方
に

習
が
始
ま
り
ま
す
。実
習
先
と
し
て
は
、
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
、

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、介
護
関
連
の
施
設
、保

育
所
な
ど
が
あ
り
ま
す
」（
山
本
教
諭
）。

　

現
場
実
習
だ
け
で
は
な
く
、
同
校
で
は
授

業
そ
の
も
の
に
お
い
て
も
、
地
域
と
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
し
た
取
組
を
普
段
か
ら
行
っ
て

い
ま
す
。「
音
楽
の
授
業
で
地
元
の
高
齢
者
施

設
へ
音
楽
発
表
に
出
向
く
と
、
お
年
寄
り
に

た
い
へ
ん
喜
ば
れ
る
ん
で
す
」と
吉
崎
校
長
が

微
笑
み
な
が
ら
語
れ
ば
、熊
谷
教
頭
も「
他
に

も
作
業
選
択
と
い
う
授
業
は
我
が
校
の
特
徴

で
、
様
々
な
工
夫
を
加
え
な
が
ら
県
内
で
も

先
進
的
な
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
」と
、
自
信

に
満
ち
た
口
調
で
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
「
作
業
選
択
」
と
い
う
授
業
で
は
、
校

内
や
地
域
か
ら
作
業
の
注
文
を
受
け
て
納
品

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。た
と
え
ば
、「
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
」授
業
で
は
、
自
転
車
の
パ
ン
ク
修

理
や
エ
ア
コ
ン
フ
ィ
ル
タ
の
掃
除
な
ど
も
行

い
、
校
内
で
大
変
喜
ば
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。

ま
た
、
幼
稚
園
か
ら
ベ
ン
チ
の
塗
り
直
し
の

注
文
を
受
け
た
と
き
は
、
道
具
を
持
っ
て
ス

ク
ー
ル
バ
ス
に
乗
り
、
修
繕
に
出
向
き
ま
す
。

敷
地
内
に
あ
る
ピ
ザ
窯（※

１
）も
こ
の
授
業

で
作
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

作
業
選
択
は
3
年
間
を
通
じ
て
行
い
、1
年

生
の
頃
に
は
体
力
に
自
信
が
な
か
っ
た
生
徒

達
が
、
3
年
生
に
な
る
と
物
品
運
び
や
立
ち

仕
事
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る

こ
と
や
、
自
分
た
ち
で
店
長
を
決
め
た
り
、わ

か
ら
な
い
こ
と
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
調
べ
た
り
と

自
ら
考
え
て
行
動
す
る
姿
も
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
、
と
生
徒
た
ち
の
成
長
を
嬉
し
そ
う

に
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

地
域
と
の
つ
な
が
り

　
「
地
域
と
交
流
す
る
授
業
は
、
学
校
側
か

ら
教
員
へ
指
示
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、教

員
か
ら
の
企
画
提
案
に
よ
っ
て
地
域
で
の
学

習
活
動
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
」（
熊
谷
教
頭
）。

同
校
の
教
育
目
標
に
も
あ
る
『
自
分
の
思
い

や
意
見
を
伝
え
行
動
し
、主
体
的
に
生
き
る
』 

と
い
う
理
念
の
と
お
り
、
児
童
生
徒
だ
け
で

な
く
教
員
も
含
め
一
人
ひ
と
り
の
輝
き
を
生

か
す
こ
と
が
可
能
な
校
風
が
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。地
域
に
支
え
ら
れ
様
々
な
人
と
触
れ
合

う
体
験
を
積
ん
だ
児
童
生
徒
た
ち
は
、
地
域

の
温
も
り
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
し
て
、生
き
る
力

を
蓄
え
な
が
ら
今
日
も
学
ん
で
い
ま
す
。

は
福
祉
施
設
等
に
つ
い
て
の
知
識
を
得
る
機

会
と
な
り
、生
徒
た
ち
に
と
っ
て
は
高
等
部
で

経
験
す
る
現
場
実
習
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
移
行

の
助
け
と
な
っ
て
い
ま
す
」
と
、
そ
の
良
さ
を

語
り
ま
す
。

　

ま
た
、課
題
別
の
ク
ラ
ス
編
制
に
よ
り
、
ひ

と
つ
の
ク
ラ
ス
で
1
年
生
か
ら
3
年
生
が
一

緒
に
学
ぶ
教
育
を
行
っ
て
い
る
の
も
同
校
独

自
の
取
組
で
す
。

高
等
部
で
現
場
実
習
を
経
験

　
「
高
等
部
で
は
、 

本
人
や
保
護
者
と
卒
業
後

の
進
路
に
つ
い
て
懇
談
を
し
、
1
年
生
の
夏
休

み
か
ら
４
日
間（
2
日×

2
カ
所
）の
現
場
実 学校スローガンは『元気なあいさつ  笑顔いっぱい  一人一人が輝く学校』

奈良県立大淀養護学校

〒638-0821
奈良県吉野郡大淀町下渕 414-1

TEL  0747-52-7655
FAX 0747-52-8620

http://www.nps.ed.jp/oyodo-ss/

青空の下、全校で取り組む運動会練習（小学部～高等部）

中学部：茶道体験小学部：いもほり 高等部：県立高校との交流高等部：学習発表会高等部：運動会

吉崎純子校長（左）と熊谷敦教頭（右）
校長室横に飾られているこの看板は、小学部か
ら高等部までの全児童・生徒で制作したもの。

進路担当の津村文彦教諭（左）
山本翔教諭（右）。
校庭の後ろに見えるのは、山
上ヶ岳や八経ヶ岳などの吉野
の山々。

作業選択の授業

メンテナンスの依頼伝票

みんなで作ったピザ窯
（※1）

窯業に使用する電気窯

●作業選択 A
基礎作業
軽作業
織物
メンテナンス
手作業
リサイクル
基礎実習

●作業選択 B
園芸木工
窯業

自転車メンテナンスキット

織物（さをり織り）・窯業（植
木鉢）の作品
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Interview
インタビュー 第7回 障害者就労支援機関を訪ねて

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構
奈良支部　高齢・障害者業務課

開庁時間 8:45～17:00（土日祝、年末年始休暇を除く） 
URL http://www.jeed.or.jp/location/shibu/nara/　

第33回奈良県障害者技能競技大会の様子

パソコン操作競技（視覚障害）喫茶サービス競技

オフィスアシスタント競技

障害者雇用納付金・障
害者雇用調整金・報奨
金に関する申告申請書
の記入説明書（同機構
のサイトからダウン
ロード可能）

助成金等

障害者雇用納付金の徴収
不足1人当たり
月額50,000円

※減額特例中は月額40,000円
※

※常用雇用労働者数が 100
人を超え 200 人以下の事業
主については、平成 27 年 4
月 1 日～平成 32 年 3 月 31
日までの間について、不足 1
人当たり月額が 40,000円と
なる減額特例があります。

法定雇用障害者数を下回
っている事業主（常用雇用
労働者数100人超）

障害者雇用調整金の支給
超過1人当たり
月額27,000円

法定雇用障害者数を超え
ている事業主（常用雇用労
働者数100人超）

報奨金の支給
1人当たり
月額21,000円

支給要件数として定められ
ている数を超えて障害者を
雇用している事業主（常用
雇用労働者数100人以下）

図1　常時雇用している労働者数100人を超える事業主は
障害者雇用納付金の申告が必要です。

ビルクリーニング競技

障
害
者
雇
用
納
付
金
制
度

　

高
齢
・
障
害
者
業
務
課
の
障
害
者
業
務
の
う

ち
、
メ
イ
ン
と
な
る
の
は
障
害
者
雇
用
納
付
金

（
以
下
「
納
付
金
」）
制
度
に
関
す
る
申
告
書
の

受
付
で
す
。

「
常
時
雇
用
し
て
い
る
労
働
者
が
１
０
０
人
を
超

え
る
事
業
主
は
、
納
付
金
の
申
告
が
必
要
で

す
。こ
れ
に
基
づ
き
、
法
定
雇
用
率
未
達
成
の

場
合
に
発
生
す
る
の
が
納
付
金
で
、
不
足
一
人

あ
た
り
月
額
５
万
円
が
徴
収
さ
れ
ま
す
。こ
れ

を
財
源
と
し
て
、
逆
に
法
定
雇
用
率
を
超
え
て

雇
用
い
た
だ
い
て
い
る
事
業
主
に
は
、
そ
の
経

済
的
な
負
担
を
調
整
す
る
と
い
う
意
味
で
『
障

害
者
雇
用
調
整
金
』が
支
給
さ
れ
、
労
働
者
数

１
０
０
人
以
下
で
も
支
給
要
件
と
し
て
定
め
ら

れ
て
い
る
数
を
超
え
て
雇
用
さ
れ
る
と
、『
報
奨

金
』
が
支
給
さ
れ
ま
す
（
詳
し
く
は
図
1
参

照
）。調
整
金
や
報
奨
金
の
支
給
に
関
す
る
申

請
書
の
受
付
も
こ
ち
ら
で
行
っ
て
い
ま
す
」。

施
設
の
改
善
に
助
成
金
な
ど

　

こ
の
納
付
金
制
度
で
は
、障
害
者
の
雇
用
に
あ

た
っ
て
施
設
の
改
善
が
必
要
な
場
合
、費
用
の
一

部
が
助
成
さ
れ
ま
す
（
様
々
な
要
件
が
あ
り
ま

す
の
で
、詳
し
く
は
同
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
を
）。

　

こ
の
他
に
、
障
害
者
職
業
生
活
相
談
員
資
格

認
定
講
習
や
、
奈
良
県
障
害
者
技
能
競
技
大

会（
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
奈
良
）の
開
催
、
障
害
者

雇
用
に
関
す
る
各
種
資
料
の
提
供
、
啓
発
活
動

も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

小
山
課
長
は
、「
納
付
金
等
申
告
申
請
に
つ

い
て
の
ご
質
問
は
、
ど
ん
な
内
容
で
も
結
構
で

す
の
で
、
い
つ
で
も
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
」ま
た
、「
事
業
主
の
皆
様
に
は
、一
人

で
も
多
く
の
障
害
者
雇
用
を
す
す
め
て
い
た
だ

く
た
め
、
助
成
金
の
活
用
も
一
緒
に
考
え
て
い

き
た
い
で
す
」と
語
り
ま
す
。

　

障
害
の
あ
る
方
の
雇
用
に
つ
い
て
、
同
課
が

身
近
な
支
援
機
関
と
し
て
ご
活
用
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構は、高年齢者の雇用の

確保、障害者の職業的自立の推進、求職者その他労働者の職業能力の

開発及び向上のために、総合的な支援を行う機関です。奈良支部高齢・

障害者業務課（3 月 22 日から橿原市に移転）を訪ね、同課課長の小山啓

司氏にお話を伺いました。

平成30年3月22日からの移転先、ポリテクセンター奈良

小山 啓司氏 、 水野 宏氏 、 中西 徳光氏 、 高杉 真由美氏
（左から）

● 現在の事務所

● 移転後の事務所
【平成30年3月22日から】
〒634-0033
奈良県橿原市城殿町433
奈良職業能力開発促進センター
（ポリテクセンター奈良）内
TEL 0744-22-5232
FAX 0744-22-5234

【平成30年3月21日まで】　
〒630-8122
奈良県奈良市三条本町9-21
JR奈良伝宝ビル6階
TEL 0742-30-2245
FAX 0742-30-2246

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構
奈良支部　高齢・障害者業務課

高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用

支
援
機
構

メニュー
日替わりランチ　
日替わり弁当　
牛すじカレー
ピラフ
シフォンケーキセット

700円
540円
540円
540円
470円

各 400円

各 300円

※税込み

　

生
駒
駅
か
ら
徒
歩
5
分「
も
や
い

館
」2
階
が
喫
茶
ゆ
う
ほ
〜
で
す
。

　

お
す
す
め
の
日
替
り
定
食
は
、

7
0
0
円
で
優
し
い
味
付
け
と
ボ

リ
ュ
ー
ム
満
点
で
大
好
評
で
す
。

　

1
階
の
「
コ
ラ
ボ
シ
ョ
ッ
プ
お
〜

く
る
」に
は
お
弁
当
も
あ
り
ま
す
。

　

味
だ
け
で
な
く
、
社
会
福
祉
法

人
い
こ
ま
福
祉
会
が
運
営
す
る
農

園
や
、有
機
栽
培
の
農
家
か
ら
仕
入

れ
る
野
菜
、
地
元
生
駒
で
と
れ
た
お

米
を
使
う
な
ど
地
産
地
消
で
安

全
・
安
心
な
食
材
に
も
こ
だ
わ
っ

て
い
ま
す
。

　

ス
タ
ッ
フ
の
笑
顔
に
心
癒
さ
れ
る

喫
茶
へ
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

福祉事業所
レストラン

障害のある人たちが働いている

福祉事業所が運営しているレストランを紹介します
Vol.7

喫茶ゆうほ～

メニュー
ピザ（鶏肉とネギ・ミックス・チーズ・きのこ）
ピザランチ（お好みのピザ1種・サラダ・ドリンク付き）
　※ピザ持ち帰りOK（箱代　別途100円）

どろんこ畑の梅ジュース

コーヒー・紅茶・オレンジジュース・リンゴジュース

各 800円
1,000円

400円

400円

※税込み

　

カ
フ
ェ
か
て
と
は
、
下
市
口
駅
か

ら
西
吉
野
方
面
へ
車
で
10
分
程
の

道
路
沿
い
に
あ
り
ま
す
。農
作
業
を

中
心
に
活
動
す
る「
特
定
非
営
利
活

動
法
人
ど
ろ
ん
こ
畑
」
が
運
営
し
て

い
ま
す
。隣
に
は
新
鮮
な
野
菜
や
果

物
が
並
ぶ
直
売
所
が
あ
り
、
こ
こ
に

買
い
物
に
来
る
人
や
、
地
域
の
人
が

ほ
っ
と
一
息
つ
く
休
憩
所
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。外
壁
に
焼
杉
、
店
内
に

吉
野
杉
が
使
わ
れ
て
い
る
の
も
、
安

ら
ぎ
を
醸
し
て
い
ま
す
。

　

自
慢
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
地
元
の
食

材
に
こ
だ
わ
っ
た
ピ
ザ
ラ
ン
チ

（
1
0
0
0
円
）
や
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

無
添
加
の
梅
ジ
ュ
ー
ス（
４
０
０
円
）。

ぜ
ひ
、一
度
ご
賞
味
を
。

カフェ かてと

カフェ かてと
（特定非営利活動法人 どろんこ畑）

奈良県吉野郡下市町栃原2303-8
土曜日・日曜日
11時～16時 （15時ラストオーダー）
0747-52-6660
近鉄下市口駅より車で10分
無料駐車場5台あり

下市口駅

R
3
0
9

R
1
6
9

R
3
0
9

R370

N

至 吉野

至 橿原神宮前

下市郵便局

ハローワーク下市

大淀消防署

カフェかてと

吉野川

喫茶ゆうほ～
（社会福祉法人 いこま福祉会）

住 所
　

定休日

時 間

電 話

アクセス

住 所
定休日
時 間
電 話
アクセス

奈良県生駒市谷田町1615
もやい館2F

日曜日・月曜日
10時～17時

0743-75-6606

近鉄奈良線生駒駅より徒歩5分 至 近鉄奈良

至 王寺

百貨店

スーパー

信用金庫

ガソリンスタンド

N

京都銀行

南都銀行

至 大阪難波
生駒駅

ロータリー

喫茶ゆうほ～
NTT

生駒郵便局

スムージー
（美肌・小松菜・ブルーベリー）

コーヒー・紅茶
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